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元環 Λ/pΛは (0, 1)-構造系を持つ Frobenius全行列多元環になる。本論文では，この逆問題「任意の (0, 1)-構
造系を持つ Frobenius全行列多元環は，ある Gorensteinタイル整環の剰余多元環として得られるか？」を研
究し解決している。即ち，タイル整環のサイズ nが 2 ≤ n ≤ 7 の場合には，任意の (0, 1)-構造系を持つ
Frobenius全行列多元環に対して，対応するGorensteinタイル整環を見つけこの逆問題は正しいことを確かめ，















　後半の研究：「論文の要旨」の欄で述べた (0, 1)-構造系を持つ Frobenius全行列多元環に関する逆問題，お
よび基礎体の元をパラメーターとする非同型な Frobenius全行列多元環の構成は，当該研究において基本問
題であった。前者の逆問題においては，極小な Frobenius構造系を導入してこの問題を解決できた点が興味
深い。後者の研究においては，(0, 1)-極限の導入および Frobenius全行列多元環の無限系列の構成が興味深い。
これらは当該研究の今後の進展において重要な役割を果たすものと考えられる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
